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期待に背く死、期待する死
- 生 命 観 の ル ー ツ ？ -

はじめに近ごろのように生命軽視が問題に

なる以前から気懸かりだったことがある。遡って

１９６０～７０年代、子どもたちの間では〈怪獣〉が

ブームであった。私の息子たちもまた、毎日テレ

ビで流される怪獣番組に熱中していたが、それを

見ていて感じたことがある。拙著『キャンパスの

ティータイム』（２００１年）に載せた、その当時の
一文に手を加えて紹介しよう。

期待に背く死まだテレビもファミコンもなか

った時代、子どもたちにとって戸外はいろんな活

動を保障してくれる場であり、男の子たちはそこ

で虫収りや魚すくいに夢中であった。捕まえた虫

や魚は自分の手で大切に育てたいと思うのだが、

野生の生き物たちは環境の変化に敏感で、捕まっ

たことがショックとなってすぐに弱ったり死んだ

りするから、思うようにはいかない。心を痛めな

がらも同じことを毎日のように繰り返す。

せっかく手にした魚がバケツの中で白い胆を

見せはじめると、もう必死だ。なんとかしなけれ

ばと、畦道の豆の葉で陽射しを遮るとか水を入れ

替えるとか、仲問と知恵を出し合ってあれこれ手

を尽くすが、いっこうに効き目がない。こうして

子どもたちの間に一種の虚しさが募りはじめたと

き、「塩を入れると元気になるぞ」と物知り顔で

言う子がいたりすると、この妙案に活気づいて大

づかみの塩を投げ入れ、バケツの中で次に起きる

はずの出来事を待つ。緊張に充ちた時間の流れ。

しかし、当の魚たちは、生への最後の執着をみせ

皆黙昌ｊｔｌ？ｌ‰Ｈ辻敬一郎

たのち、あっさり逝ってしまう。生の実感が彼ら

をとらえるのは、自分たちの期待に背いた小さな

生命が消えた、まさにこの瞬問なのである。けれ

ども、心優しい子どもたちにはそれを自分の行為～

の結米としてみることができないし、当時の親（

ちもこの体験的世界を〈子どもの領分〉として認

めていたから、傍目には残酷ともみえるこの行為

は何回となく繰り返された。

心理学では、生活史初期の経験の影響がとりわ

け重要視される。とすれば、幼児期から児童期に

かけてこのような〈期待に背〈死〉との辿遇を通

して〈生〉を実感することが後の生命観や他者へ

の共感の形成に基礎となっていると考えられそう

である。そのことはまた、〈小さな命の死〉とい

引七価と引き換えでなければ〈生命の尊厳〉を洞

察できないということも意味している。私自身の

場合も、幼い頃の行為の〈罪深さ〉に気づくのは、

ず っ と 徴 こ な っ て の こ と で あ っ た 。 （

期待される死しかし、日本の経済成長ととも

に、皮肉にもこのような体験か得がたいものにな

った。もっとも、子どもたちの心の発達に大きな

変化が起こるとは考えられないから、彼らは相変

わらず動物好きである。では、虫や魚の棲む自然

が遠くなった現在、生き物への関心はどのように

補償されているのだろうか。そこで浮かび上がっ

てくるのが〈怪獣〉の誕生と進化である。日本で

は、映画に出た「ゴジラ」（１９５４年）が最初では

ないかと思う。当時の子どもたちは、一方でまだ
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虫取りや魚すくいに興じながら、この超自然的で

脱日常的な体験の世界を楽しむことができた。し

かし、１９６０年代後半になっ’７ｒ怪獣の活躍の場が

映画からテレビに移ると事情が違ってくる。映画

研究家の安井ひさし氏も書いておられるように、

我が国における〈怪獣ものブーム〉は何度か訪れ

たが、そのたびに特徴が変わっている。

初期の怪獣は、ゴジラやモスラのように、氷

河期に閉じこめられていた生物が地殻変動かなに

かで突然に蘇ったという筋のもので、動物進化上
／‘卿゛｀しｊ）実在動物を思わせる存在であった。ところが、

１９６０年代後半、ウルトラマンやウルトラＱが登

場すると、怪獣が主役゛ｅ怪獣どうしの対決から、

しだいに怪獣対人間、さらには４ｊ？ｌｌ獣対超人の図式
へと変化する。

怪獣ものはその後いったん下火になって、７０

年代にふたたぴブームになる。「帰ってきたウル

トラマン」や「スペクトルマン」などがそれである。

なかでも「スペクトルマン」では、怪獣は人間と

完全な敵対関係にあって〈斬られ役〉になりきる。

また、この時期には、交通事故死した少年の怨念

の化身とされるクルマニクラスのように、〈変異〉

を生み出す時代状況を映す〈社会派〉の怪獣が主

伊恥流になった。（
こうして繁栄した怪獣であるが、重要なことは、

性格がどう変わろうとも、子どもたちにとってそ

れらは一貫して〈動物〉であり、私たちの周囲か

ら動物が姿を消していく中で、それら新種が子ど

もたちの心の空洞を埋める貴重な存在でありっづ

けたという事実である。

ただ、この新種はかつて子どもたちを魅了した

小動物とちがって、あまりに強大であった。子ど

もたちどころか、おとなの人間でも相手にならな

い。となれば〈超人〉に登場ねがうほかない。こ

の助っ人の性格もまた時代とともに変化してい
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く。月光仮面、ウルトラマンと続く超人は、-人

の人間が変身したり元の姿に戻ったりするという

点で、現実世界との関係を繋ぎとめていたが、マ

ジンガーＺのように巨大マシンを制御する超人、

さらには人工知能を搭載したサイボーグというよ

うに〈進化〉するうち、人間の能力の及ばない世

界で超人と対決する怪獣は、最後には超人によっ

て滅ぼされ、その〈死すべき存在〉が終わりを告

げるようになる。そして、子どもはそれを傍観す

るしかない。そこには〈喜ばしい死〉があっても、

心痛む死はない。期待された死には、期待に背く

死に伴う、あの感動は望めない。このような死の

傍観が〈生〉について教えるものは、虫や魚の死

が黙示するものとけっして同じではなかろう。

怪獣その後これまで怪獣をいじめ過ぎたかも

しれない。超現実世界への憧れはいつの時代の子

どもたちにもあって、彼らの想像を刺激してきた。

しかし、現実世界で動物たちと共感的に関わるこ

とのできた時代の子どもたちと、そのような実体

験の機会を奪われた子どもたちとでは、超現実的

な代理体験の効果、つまり生の洞察や生命観に与

える影響に基本的な違いを生じたとしても不思識

ではない。

この文を轡いてから３０年以上が経つ。その間

に、ヴァーチャルな生物や生物ロボットが出現し、

他方で人工臓器や万能細胞などの技術が進展し、

それを反映して新たな超現実世界が子どもたちを

魅了している。隣に住む４歳の孫は、現在「炎神

戦隊ゴーオンジャー」に熱中しているが、合体す

ることによってロボットになったり乗り物になっ

たりと複雑な仕組みであり、生物と非生物の区別

や敵味方の関係も怪獣時代のように単純ではなさ

そうである。幼少期の〈死〉との遭遇が生命観の

形成にどのような刻印を残すか、それがますます

見えにくくなってきた。



２００７年度事業報告
２００７年度も愛知いのちの電話協会の電話相談活勁に、多くの方々から温かいご支援とご協力を賜りまし

た。心のより感謝申し上げます。またこの一年間、相談活動が一日の休みもなく続けられましたのも、相談

員の方々のたゆまぬご奉仕のお蔭と改めて敬憲と謝意を申し上げます。

１９８５年の開局以来、２３５５、０４４件の電話相談を受信いたしました。２００１年からは厚生労働省の後援のもとに

自殺防止のフリーダイヤル週間が始まり、７年目にはいった２００７年９月からは毎月１０日に施行されること

となりました。さらにはＦ自殺総合対策大綱ｊが出来、全国自治体で取り組むこととなり、愛知県では「あ

いちこころほっとライン３６５」が４月に開局され、９月Ｕ日からは一週間フリーダイヤルが実施されました。

その背景には、年間３万人を越す自殺者の防止対策ということがあり、全国的な収り組みとして、いのちの

電話の果たす役割が非常に高まっていることの現れかと思われます。

こうした利用者からの二-ズに応えるために、１２月には電話回線を一本増やしました。それには、電て～

相談員の増員ということが不可欠であります。そのために「電話相談ボランティア養成誹座」の見直しを行い、

２００５年の１５期養成講座からは、一年研修で講座を修了し、その後に更に６ヶ月の実地電話相談研修という

新しい取り組みではじめました。２００７年９月には１６期生の相談員として４２人が認定されました。その養

成に携わってくださった先生方とスタッフのご努力で多くの棚談員の養成が可能となり、１７期生も７１人の

応募者で、５月１２日から開講しました。２００８年２月には４８人が修了し、その後のインターン研修にはいり

ました。

１１喝迦２２ｊ１９
委 員 長 水 谷 た か し

第１７期生は例年のごとく中日新聞のおかげで公開入門講座は７１人で始まった。その後深夜帯当番を含む

参 加 意 志 を 確 認 し て 、 ７ 月 か ら の 前 期 講 座 へ は ６ ２ 人 が 進 ん だ 。 （

１０月の１泊研修も有意義に進み、２月２１日には４２人が認定され、その後の６ヶ月相談員インターン研

修に入っている。

石田まり子メソードともいうべきプログラムを採用して３回目をむかえ、講座後のインターン研修も実習

として極めて有効であることが確かめられた。またこの養成が毎回１５人ほどの先輩スタッフによって運営

されていることも名古屋方式として特筆すべきである。

試行錯誤を経ておよその養成教程ができあがったと言える。２ヶ月の入門講座を終えて実践的研究に入る

が、こちらも事例をふまえたモデルを取り入れたカリキュラムもおよそ確立された。以前は想起録を教材と

してきたが、文面から心の動きを読みとるのは心理学的洞察と異なる特殊な文章解読感性が求められれる困

難があった。これに代わった実際のインターン研修の方が有効であることが確かめられた。

時代世相を反映して電話相談も変わる。電話応対技術は実践から学ばなければならない。その意味では経

験豊富な相談貝先輩が大勢養成に当たるという望ましい自己再生産型組織が出来上がってきたと思う。

- ４ -
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旱１？ｔｌヲＳｔ影
委 員 長 兼 田 智 彦

相談委貝会の仕事は、次の４つが運営規則で決められています。

①相談員が毎月１回行っている継続研修、電話相談の質を保つために年１回のスーパービジョンの実施、相

談貝を毎年続けるための登録更新などの研修に関すること。

②電話相談を受けて心理的なサポーｉヽが必要になる相談員のケアとボランティアを続けていただくためのサ
ポート。

③電話相談の担当を２４時間３６５日休みなく続けるためのシフトを組む担当編成。

④電話相談が快適に行えるための施設の清掃と環境改善。
メンバーはそれぞれの仕事を行っているワーカーズグループ（環境改善グループ、担当編成グループ、カ
・レテの会、緊急辿絡員グループ、統計係）とベルの会と事務局の代表者が集まっています。

昨年は移転以来初めて電話相談室の全面改装を行って、相談電話の台数も増やすことができ、結果的に受

信件数が増加しました。

毎年、新しい相談員が誕生し、いのちの電話に新しい力が加わっていただけることは頼もしい限りです。

今後も、自殺予防の一翼を担う市民活動として、質の高い電話相談ができるよう縁の下で働きます。

広 報 委 員 会 霧 ご ≒
べ心ｔＬｔ診ｙジ

委 員 長 安 藤 和 彦

広報委貝会の主な仕事は協会の迎営規則に従って、①機関紙「名古屋ぃのちの電話」の発行（年３回）

②資金づくりと協会の活動ＰＲのためのチャリティーイベント（年２回）③賛助会員と相談貝宛に手作り

の誕生日カードの発送、などを主な活動の柱として日常活動の情報の発信に務めています。

機関紙は６８号から７０号までの３号を発行しました。紙面では日頃名古屋いのちの電話の活動にご協力い

ただいている評議貝やスーパーバイザーなどの方々に福祉や医療、こころの健康などご専門の分野から示唆

に富む発言、提言などをお寄せいただきました。なお、機関紙の表紙写真は７０号から新進のフォトグラフ

アー服部真由子さんの新しい感覚に委ねることと致しました。

チャリティーコンサートは２回行いました。まず、４月２９日の詩人谷川俊太郎さんと俳優・演出家の舟

木淳さんによる卜-クショウ「日本語のかたち」は、私たちの総力をあげて取り組んだ久々の大型企画でし

たが、お陰さまでチケットは完売で名古屋芸術創造センターを満杯にすることができました。

１２月恒例のクリスマスコンサートは、蒲郡を中心に活動するボーカル・グループ「Ｗｉｓｈ」の登場。陶山

理佳さんの透明感のあるクリスマスソングを中心に軽妙なトークを交え、幸せなひとときをプレゼントして

下さいました。ご支援いただきました皆さまのお力添えに厚くお礼申しあげます。

また、賛助会貝と相談員にお送りしている誕生日カードは、これは有志による手作りのカードですが、何

よりの「こころのこもったバースデー・プレゼント」として大変好評を頂いています。

- ５ -



財務驚ｔ湊申腿１齢
委 員 長 田 中 正 樹

名古屋いのちの電話の主な収入は、個人および法人の賛助会費、寄付金、助成金、講座受講科などからな

っています。０７年度の収入合計は１、８８６万円（繰越金を除く）で、大口の個人寄付が寄せられたこともあり

寄付金が大幅に増えて、前年比３１７万円の増収となりました。（右頁収支計算書参照）

講座受講料は４００万円を計上していますが、この数字は新規相談員の応募の増減によって左右されるもの

ですし、その殆どが研修費に支出されるという性質から安定的な収入と見なすことはできません。経常的に

私たちの活動を支えている収入は、個人および法人による賛助会費および寄付金に依拠していることは申す

までもありません。そのうち最も基礎的な賛助会費の合計は写雪、万円で、一定の水準を維持できてはいるも

のの過去３年漸減の傾向が見られるのが危惧されるところです。

支出におきましては、日常の光熱費、消耗品費に至るまでできるだけ無駄を省き、経費の節減に努めまば

た。この結果当期支出の合計は１、５９０万円で、増収分にほぼ近い２９６万円を収益として計上することができ

ました。２５周年記念事業の準備金は、前年より１００万円増額して２００万円としました。また、相談貝が増

えたことに伴い電話室のリニューアルと拡張を行い、電話回線も１本増設して相談電話の増加に対応できる

ようにしました。

日頃名古屋いのちの電話の財政を支えて下さっている賛助会貝、法人など関係者の皆様にこの場を借りて

厚くお礼巾しあげます

喫１１２２１２Ｓ●

Ｊ 、

委 員 長 植 田 望

いのちの電話は、養成・相談・財務・広報・総務の５つの委貝会及びベルの会（相談員全貝参加の会）、

友の会（ＯＢ会）によって構成されています。これら実動部隊をとりまとめる実務を担当しているのが事務Ｊｌｓ、

局 で す 。 （

総務委員会の役割は「組織全体にかかわる内容を把握し、事務局を支えながら、名古屋いのちの電話が円

滑に運営されるための裏方」と認識しています。

最近の新聞に、０７年も自殺者が３万人を超えたとの記事か掲載されていました。この２、３年国や愛知県、

名古屋市が自殺問題を行政の施策として、大きく取り上げるようになりました。電話相談のノウハウを持っ
いのちの電話が行政から頼りにされる時代になりました。

必然的に事務局は今までのように内部の迎営や連絡調整のみを行っていればよいという時代に比べて、は

るかに業務の拡大と、その重要性が問われる時代になって来ました。

事務局は組織の運営、他機関との連携、応援を含めて年々その忙しさは増大しています。

総務委貝会は、毎月定期的に開催され、日常業務に関わる諸問題について事務局長を支えて、意見交換や

調整を行い、事務局の業務がとどこおりなく遂行出来るようお手伝いをしています。

また、組織運営に関わる問題については、運営協議会や評議貝会への議題の提案や調整を行っています。

- ６ -
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２００７年度収支計算書
単位：円

科 目 決 算 額
（貸方）収入の部

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（法人）
寄付金（個人）
寄付金（法人）
年末募金
登録更新料
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

収入合計（Ｂ）

（借方）支出の部
事業費
研修費
広報費
連盟分担金

（事業費合計）

ｉ管理費｀人件費
需要費
法定福利費
旅費・交通費
家賃
共益費
光熱水道費
営繕費
賃借料
通信費
文具印刷費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業準備金

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次期繰越（Ｂ）-（Ｃ）

１３５０，０００
５）５０，０００
ｚ１５０，０００
３８１，０００
２，７！Ｘ），０００
ｊ１，７８２，８９３
２Ｊ３５，３２７
７６２，２４２
２２２，０００
ｊ１μ）４，０００
１，２１２，８０３
３２８，０３５

１８β６８，３００
９，８８１，３８７

２８ｊ７４９，６８７

；３β；́０，３７８
４５６，５３９
；Ｅ１１３，０００

ｊ１β３９，９１７

４，７４０，９００

１５８，６５０
１．４５０

２邱１，５００
１５０，１５０
６２５，４５７
３２２，７７０
１７゙５，３９２
４Ｍ，７３３
（５５，１９５
２３７，１８６
２１６，８６１

０
２，００（），０００

１１，１５６０．２４４
１１Ｅ；，９００，１６１
２，９６８，１３９

１２，８４９，５２６

２００８年度予算
単位：円

科 目 予 算 額
（貸方）収入の部

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（法人）
寄付金（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

収入合計（Ｂ）
（借方）支出の部

事業費
研修費
広報費
連盟分担金
諸会費
調査研究費
会議費

（事業費合計）
管理費
人件費
需要費
法定福利費
旅費・交通費
家賃
光熱水道費
営繕費
賃借料
通信費
文具印刷費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業準備金

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次 期 繰 越 （ Ｂ ） - （ Ｃ ）

１３５０，０００
１，０００，０００
６００，０００
ｚ１０（），０００
２，５（）（），０００
：２μ）０，０００
１，５００，０００
】．，（）００，０００
３，５００，０００
１，（）００，０００
５０，０００

１４，ｊ１（）０，０００

１２，８４９，５２６

２７，２４９，５２６

ｊ１μ）０，０００
｛ｉＯ（），０００
；３７７，０００
１０，０００
３０，０００
１１０，０００

ＩＥ５５：３７，０００

１５μ）０，０００

２００，０００
５０，０００

２珊８，０００
７００，０００
１，０００，０００
２７９，７２０
５００，０００
１２００，０００
５ａ：），０００
ｊ１０（），０００
１，（）（）０，０００
１２Ｘ）Ｏ（），０００

１４，７２７，７２０
２０，２６４，７２０

△５，８１５４，７２０

６，９８４，８０６

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの電話

０２３年間の受信件数の推移（１９８５年フ月～２００７年１２月）

１９８５年の開局からひ）受信件数は、３５５．０４４件でした（うち無言電話の６３．５５４件を含む）。２００７年度のＨ
は６２件になります。
２０｛｝１年度から始まりました厚生労働省の後援による自殺予防のフリーダイヤルは７年目を迎えました。１０月から毎月１０日に全
国一斉に実施し、２００８年３月１０日まで計７圓行いました。４６３件のうち自殺志向の常話は１０９件で、全体の２３．５％でした。

０２３年間の受信件数（１９８５年～２００７年）

１９８５ １９８６ １９８７ １９８８ １９８９ １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７
男性 １４６５ ３６２６ ４７２１ ７６０３ ６９７９ ５６７０ ４９７０ ５２１０ ６０６９ ５５１４ ６０２５ ６０３８ ６３０１
女性 １９０５ ４０７１ ４７００ ５２２４ ３９０５ ３４６９ ３８３６ ４０９４ ４３０６ 副２５ ３９１１ ３９６６ ４９４０
無言 ５７３ １４６６ ２２２７ ４３５６ ４２３２ ３５０４ ２８８２ ３１８９ ３３０６ ２９８１ ２３８５ ２２８５ １９４２
合計 ３９４３ ９１６３ １１６４８ １７１８３ １５１１６ １２６４３ □６８８ １２４９３ １３６８１ １２６２０ １２３２１ １２２８９ １３１８３

１９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ 合 計
男性 ６３０１ ５９８９ ７３６４ ９８００ ８１１４ ９１７３ ９２１５ ８６４フ ８９９２ ８５１９ ８７９９ １５４，８０３

女性 ４９４０ ６３９２ ８２８９ ８３５７ ８７４９ ８０１０ ７８８５ ８３４８ ８５４６ ８７４３ １０９１６ １３６，６８７

無言 １９４２ １９１３ ２６１０ ３９６２ ２６１７ ２７８３ ３１８４ ３０５１ ２２２３ ３０９０ ２７９２ ６３，５５４

合計 １３１８３ 伺２９４ １８２６３ ２２１１９ １９４８０ １９９６６ ２０２８４ ２００４６ １９７６１ ２０３５２ ２２５０７ ３５５，０４４

１００００

８０００

６０００

４０００

２０００

□女性

０ １ ９ ８ ５ ８ ６ ８ ７ ８ ８ ８ ９ ９ ０ ９ １ ９ ２ ９ ３ ９ ４ ９ ５ ９ ６ ９ ７ ９ ８ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ３ ０ ４ ０ ５ ０ ６ ０ ７

２５０００

２００００

１５０００

１００００

５０００

０

一 皿 - 一 合 計

１ ９ ８ ５ ８ ６ ８ ７ ８ ８ ８ ９ ９ ０ ９ １ ９ ２ ９ ３ ９ ４ ９ ５ ９ ６ ９ ７ ９ ８ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ３ ０ ４ ０ ５ ０ ６ ０ ７

- ８ -
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２００フ年相談内容別受信件数（１月～１２月）〔除く無言電話〕

人生 尿族 央婦 男女 対人 医療 教育 性 法律経済 情報提供 その他 総計

総計
男 １，６４５ ４９３ ４６８ ４２０ ５８８ １，４８２ ５６ ４３７ １２４ １０９ ２，９７７ ８，７９９

女 ２，０９４ ２，００１ ７１１ ５３３ １，５０４ ３，３６７ １５０ ４６ ８２ １３２ ２９６ １０，９１６

計 ３．７３９ ２，４９４ １，１７９ ９５３ ２０，９２ ４，８４９ ２０６ ４８３ ２０６ ２４１ ３，７２３ １９，７１５

２，９７ワ

犯９ｊ
１２４

３。３６？，

∠１３ワ

男８，７９９件

５６

乙
１３２-

リ８２

女１０，９１６件

１，５０４ ５３３

１．６４５

５８８

Ｚ，０９４

１１

- ９ -

４９３

４６８

４２０

２，００１

巨回人生
口 匹
皿Ⅲ夫婦
ｉ - 敷
畷翌押人
麟 翻 回
国Ｉｌ四
回個々
㎜ｉｉ１１１１Ｈ
靉情報提供
ニヤイｔｎ

四 人 生
口 回
１１皿ＴⅢ∃
Ｆ９・々
｜較沼対人
麟 図 四
麟ＩＩｌｎ
回回は
ｉ・法律経済
匿目情報提供
口や。。



ご援助ありがとうございます
２００８年２月より５月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に

ご報告申し上げます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。社会福祉法人愛知いのちの電話協会

理 事 畏 野 村 純 一
財務委員会

賛 助 会 員 Ａ
俊
子
人
一
子

邦
洋
義
祐

辺
畑
田
尾
村

渡
田
石
樫
大
愛知日野自動車㈱
宗教法人建中寺

賛助会員Ｂ
子
子
ほ
喜
子

青
純
み
信
茂

橋
美
井
石
上

高
新
村
白
村

賛助会員Ｃ
美
治
枝
稔

由
義
静

部
川
野
関

服
相
矢
尾

ｌ
　１１１１ｊｌｌ
Ｉ
　ＵＩ

男
男
子

良
庸
亨

本
田
合

橋
岡
落
小川義雄・マリ子
大 塚 錆 子
西 福 寺
日本基督教団金城教会

子
玄
輝
泉

愛

幸

田
山
深
尾

吉
青
柳
平
多 和 田 い み 子

藤
出
崎
内

加
中
江
竹

登茂子
智恵子
好 美
宏 子

田
島
谷
田
本

太
大
水
島
木

喜久雄
子
美
枝

恭
宣
吉
精之助

代
江
道
武
郎次

将

幸

健

本
本
矢
木
中

梨
山
大
ハ
田

名古屋学院大学キリスト教センター

江
世
子
子
夫

美久
和
尋
瑞
輝

本
藤
井
田

榎
菅
武
平
神

光
子
子
り
づ
を

正
公
た
か

城
本
田
川

岩
山
平
宮

田
嶋
西
口
藤

榊
武
寺
溝
伊

藤
川
山
藤

伊
榔
丸
須

陽 子
米 子
佐稚代
興 治
雅 子

恵美子
佳 延
佑 史
よし子

子
成
子
拓
保

年
宣
千
玲

月
安
川
田

森
望
冨
細
塩
永滞寺岡島博司

谷
室
藤
藤

粕
小
加
杉

靖 彦
美奈子
幸 雄
はる子

子
子
江
美

美恵
弘
夏
里

木
村
栗
原

鈴
川
小
荻

絵本「１００万回生きたねこ」の作家、佐野洋子さんがお母さんをつづったエッセー「シ
ズコさん」を出され、新聞の紹介記事（文化欄）を読みました。作家さんの感受性に

触れました。
『１００万回生きたねこ』は、こどもの好きな絵本です。私も図書館の「お話し会」の時、

読めば「うける本」でした。初めて下読みした時は、雑念りかなまりの私は「どこが
いいの」と思ったのですが、二回目は「うーん」と唸っていました。雑念のない純真なこどもには初

めて聞いても心にすんなりと浸みるのでしょう。
この本は大人にもお薦めしたい絵本です。現在１２０人の相談員は、いろいろな経験の持ち主、豊か

な人生の達人、いろいろ研鐙を積まれた人々です。相談者との話もあらゆる角度からの会話をなされ
ていることでしょう。私も１００万の生き方ありと絵本から教えて貰い、役にたったと思っています。
こども文庫をご自宅に開設なさっているＩさんに「本を読む子は人生いろいろ起きるものと本から

学びますから、大人になってもさほど驚かない」と研修会で言われたのを覚えています。
バブル崩壊後の世の変化に、大人もこどもも混乱してついていけません。新美密吉の童話『おじい

さんのランプ』を思い出します。昭和１７年に出版された本ですが、今でも充分通じます。世の中生
きていけるとのメッセージを読み取れます。
私はこどもに本を読むことで「生きることは楽しい」と伝えたいと思っています。そして僅かでも

電話数を減らす役割が担えればと思っています。

- １ ０ -
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弘
子
子

将
塩
英

谷
谷
久

神
中
和

泰 雄
タカ子
喜代子

筒貴子
金城学院大学
興禅寺

子
り
子
ど

康
み
昌

田
川
野

岩
早
平

（、

子
枝
子

洋
直
京

頭
藤
崎

鬼
近
山

幸 彦
邦 泰
みや子

嶋
野
中

岡
水
田

島
幡
下
藤
栗
滞
藤
井
木

森
小
山
加
小
井
加
永
森
植

恒 夫
恵美子
良 子

由紀子
美登理
智恵子
子
子
子
吾
子
子
口

厚
和
陽
省
洋
宣
ヒ

守山教会東田

名東歯車㈱

口座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
口座番号三菱束京ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
お問い合わせ…社会福祉法人愛知いのちの電話協会名古屋いのちの電話事務局雲９７１-５１８１

ｌｉｉｊ　Ｕ
　ＵＩ　ＵＩ　４

ＵＨＵ
　ｙｌ

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ｜
｜

法人会員年間５万円・１０万円・２０万円
賛助会員（年間１口）Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円-＝般寄付はご自由な金額で結構です
夏 期 ・ 年 末 寄 付 ’

ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただきありがとうございます。心からお礼申し上げ
ます。会員の皆様の倍旧のご支援と会員増加の運動にもお力添えを賜りますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてい
ただきてます。ご利用くだされば幸いです。

咄中部善意銀行
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日本基督教団名古屋中央教会

賛助会員を募集しています
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日本キリスト教団名古屋教会

川北電気工業㈱カトリック小牧教会幼き聖マリア修道院
カトリック平針教会光ケ丘女子高等学校㈱陣内工業所
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ら 自 殺 予 防 いのちの電話」は、
り
Ｊ

悩み苦しんでいる人の “こころ ”
が和らぎ、希望と勇気をもって再
び生きていかれることを願い開股
されました。

１・http://www.ｆｉｒ.ｄ.、ｊ．ｊｐ／

日 本 い の ち の 電 話 連 盟
主催：社会福１止法人いのちの電話後援：厚生労働省

～期間以外は各地域ごとに相談を受けています～

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-８６９１
事 務 局 容
相 談 電 話 咩
携帯相談電庭

Ｍ

ｍ

ｍ

Ｅ

ｌ
　　　ｊ
　

Ｄ
　０１１
　　１１０１１１０

Ｓ●●

名古屋東郵便局私書箱第２５７号
０５２り７：１．--５１８１
０１５２り’７１-４３４３
ＮＴＴドコモ東海「＃９５５６」

あなたがつ５いとき、近＜にいます。

毎月１０日は、フリーダイヤル

０１２０-了３８-５５６
毎月１０日‰ａてｌｌｌａＪ
２００８年４月１０日～２００９年３月１０日

ぐ
゛ へ

ひとりで悩まないで、こころの苦しみを、お話しください。

自殺予防いのちの電話

〔友の会だより〕
「友の会」は名古屋いのちの電話の活動を機会ある毎に応援することを目的に、この８年間仲間づくりに励んでき
ています。去る４月２９日に２００８年度の総会を開催しました。新しい仲間も加えて和やかな懇親のうちに活動の情町″｀
を確認し合い、今年度も会員の増強をはかり奉仕の拡大につとめることを申し合わせました。
会員のみなさんの「いのちの電話」への思い入れと奉仕の熱情を今年度も活動に活かしていきたいと願っています。
そして仲間を募っています。お問い合せ、提言は随時下記役員までお寄せ下さい。又年間１０００円の会費は、ご奉仕
に参加の際に会計役員まで、又は事務局にて受付ておりますのでよろしくお願いいたします。

今年度も秋の旅行を計画しています。ご期待ください。
会長／木本精之助副会長／金森タイ書記／太田智恵子会計／中川幸子
監事／常富佳子連絡員／菅原美智子、吉田愛子、斉藤延枝

〔編集後記〕
辻敬-郎先生は文章を“幼少期（死）との遭遇が生命観の形成にどのような刻印を残すか、それがますます見えに
くくなってきだと結んでおられます。だからこそ、いのちの尊さ、大切さを幼少期からしっかり教えていかなけれ
ば……。それが大人と社会の責任ではないでしょうか。点滴では「生きることは楽しい」と伝えたいとあります。悲
しみのあとには喜びが、苦しみのあとには楽しみが必らずあるはず。何があろうと乗り越えて「生きることは楽しい」
と言える（思える）人生を歩んでほしいと願い電話の向こうの見知らぬ人と心をつないでいます。この機関紙を読ん

でくださるお一人お一人にも何かを伝えることができればと願っています。

この号は名古屋いのちの電話の２００７年度の事業報告をさせていただきました。ご意見、ご感想をお聞かせください。

７０号から表紙の写真が服部真由子さんにかわりました。どんな詩の心を読み取ってくださるのか、若い女性の感

覚を楽しみにしていてください。

この「名古屋いのちの電話」の機関紙は、共同募金配分金によって作成さ

れたものです。 ダ
２００８年夏

２００８年７月１日発行
発 行 人 野 村 純 一
編集人広報委員会
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